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Valence Bond Solid 物質 EtMe3P[Pd(dmit)2]2の電子スピン共鳴 
 

我々は、電子スピン共鳴(ESR)法を用いて、S=1/2 の三角格子をもつスピン液体物質

β’-EtMe3Sb[Pd(dmit)2]2のミクロな電子状態をこれまでに明らかにしてきた。一方で、S=1/2 の

三角格子をもつが β’-EtMe3Sb[Pd(dmit)2]2とは若干結晶構造が違う、P21/mのEtMe3P[Pd(dmit)2]2

は 25 K で Valence Bond Solid（VBS）となることが、静帯磁率の測定から分かっている。今回、

この EtMe3P 塩のミクロな電子状態を調べるために ESR 測定を行ったので、その結果を報告

する。g 値の角度依存性から、ESR は三角格子上のスピンをプローブしていることを確認し、

ESR 積分強度の詳細な温度依存性を測定から、VBS 状態のスピンギャップをΔE=135 K と見

積った。今春合宿のポスター発表では、これらの結果を詳細に報告し、スピンギャップの磁

場依存性の結果と合わせて、この系の基底状態を議論したい。 

 

 


